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個人質問
　本市議会ホームページで、過去１年間の本会議における
質疑および一般質問の映像を録画で配信しています。

公明党

山
やま

根
ね

　堂
たか

宏
ひろ

自由民主党
・中道の会

藤
ふじ

川
かわ

　裕
ゆう

介
すけ

日本共産党

宮
みや

本
もと

　直
なお

樹
き

問

市
長
が
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
で
示
さ

れ
た
項
目
で
、
「
市
役
所
の
外
部
や
民

間
の
専
門
的
な
知
見
が
特
に
必
要
と
さ

れ
る
分
野
」
に
つ
い
て
、
民
間
人
材
の

積
極
的
登
用
の
所
見
を
伺
う
。

答

本
市
の
抱
え
る
行
財
政
改
革
や

危
機
管
理
、
デ
ジ
タ
ル
化
推
進
等
の
諸

課
題
解
決
を
進
め
る
た
め
、
国
の
「
地

域
活
性
化
企
業
人
制
度
」
の
活
用
、
官

民
人
事
交
流
や
任
期
付
職
員
任
用
等
、

行
政
課
題
解
決
の
効
果
的
な
選
択
肢
を

見
極
め
て
積
極
的
に
登
用
を
進
め
る
。

問

高
知
市
地
域
公
共
交
通
会
議
で

報
告
さ
れ
た
、
現
行
の
路
線
バ
ス
系
統

を
71
系
統
か
ら
62
系
統
へ
の
削
減
と
全

体
で
約
10
％
の
減
便
を
行
う
方
針
が
示

さ
れ
た
報
道
で
、
市
民
へ
の
事
前
説
明

や
代
替
案
を
示
す
べ
き
で
あ
る
が
、
市

長
の
市
民
目
線
で
の
対
応
を
伺
う
。

答

本
市
に
お
い
て
も
運
転
手
不
足

に
伴
い
、
今
後
厳
し
い
バ
ス
路
線
の
再

編
が
見
込
ま
れ
る
現
状
で
あ
り
、
デ
マ

ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
バ
ス
な
ど
、
様
々
な
代
替
手
段
に
つ

い
て
交
通
事
業
者
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
検
討
し
つ
つ
、
市
民
の
皆
さ
ま
の
不

安
解
消
と
移
動
手
段
確
保
に
努
力
す
る
。

神
谷
副
市
長
の
就
任

問

こ
の
２
カ
月
半
、
自
分
自
身
に

何
が
求
め
ら
れ
て
い
る
と
お
感
じ
に
な

っ
た
の
か
、
今
後
の
意
気
込
み
も
含
め

て
神
谷
副
市
長
に
伺
う
。

答

こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か
し
、

市
民
の
皆
さ
ま
に
市
の
施
策
を
分
か
り

や
す
く
伝
え
、
よ
り
効
果
的
な
も
の
と

な
る
よ
う
、
皆
さ
ま
の
思
い
を
反
映
し

て
い
く
。

雨
の
日
の
遊
び
場
整
備

問

多
く
の
子
育
て
世
代
の
方
か
ら

強
い
後
押
し
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
市

長
公
約
に
も
あ
る
本
事
業
の
実
現
に
向

け
た
想
い
に
つ
い
て
桑
名
市
長
に
伺
う
。

答

庁
内
か
ら
提
案
の
あ
っ
た
西
敷

地
以
外
の
候
補
地
に
つ
い
て
も
幅
広
く

検
討
を
行
い
、
公
約
の
実
現
に
向
け
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

事
前
復
興
ま
ち
づ
く
り
計
画

問

本
市
に
と
っ
て
非
常
に
重
要
な

本
計
画
の
策
定
を
ど
の
地
区
か
ら
着
手

し
て
い
く
の
か
防
災
対
策
部
長
に
伺
う
。

答

地
域
特
性
の
異
な
る
沿
岸
部
と

内
陸
部
か
ら
着
手
す
る
こ
と
と
し
、
様

々
な
条
件
を
考
慮
し
、
沿
岸
部「
三
里
」、

内
陸
部
「
潮
江
」
を
選
定
し
た
。

連
絡
船
「
紫
雲
丸
遭
難
事
故
」
で
は
南

海
中
の
修
学
旅
行
生
、
28
名
の
尊
い
命

が
失
わ
れ
た
。
こ
の
事
故
を
絶
対
に
風

化
さ
せ
て
は
な
ら
な
い
。

問

69
年
前
の
紫
雲
丸
事
故
を
教
訓

に
す
べ
き
。
教
育
長
の
認
識
は
。

答

決
し
て
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。

事
故
の
教
訓
を
風
化
さ
せ
て
は
い
け
な

い
と
先
輩
教
師
か
ら
教
え
ら
れ
た
。
決

意
を
新
た
に
し
て
い
る
。

学
校
プ
ー
ル
改
修
が
予
算
難
で
困
難
に
。

着
衣
水
泳
授
業
は
命
を
守
る
授
業
。
な

く
な
っ
て
も
良
い
授
業
か
？

問

プ
ー
ル
改
修
予
算
を
財
務
部
に

強
く
要
求
を
。
教
育
長
の
対
応
は
。

答

改
修
費
用
と
外
部
プ
ー
ル
利
用

を
比
較
し
外
部
利
用
が
安
価
な
場
合
、

外
部
利
用
を
当
該
校
と
検
討
す
る
。

高
知
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
は
悲
願
の
「
Ｊ
３

昇
格
」
へ
と
頑
張
っ
て
い
る
。
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
観
客
動
員
支
援
等
が
必
要
。

問

Ｊ
３
昇
格
に
向
け
、
地
元
の
大

声
援
が
必
要
。
昇
格
基
準
を
ク
リ
ア
す

る
た
め
の
市
の
対
応
は
ど
う
か
。

答

高
知
市
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
に
よ
る

情
報
配
信
や
「
あ
か
る
い
ま
ち
」
で
入

場
券
の
抽
選
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
実
施
す
る
。
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自由民主党
・中道の会

吉
よし

永
なが

　哲
てつ

也
や

自由民主党
・中道の会

髙
たか

橋
はし

　裕
ひろ

忠
ただ

公明党

髙
たか

木
ぎ

　妙
たえ

大
型
小
売
店
舗
進
出
に
よ
る
地
域
の
安

全
対
策
に
つ
い
て
出
店
を
拒
む
も
の
で

は
な
い
立
場
で
、
店
舗
が
立
地
さ
れ
る

周
辺
地
域
の
生
活
環
境
の
保
持
の
た
め

に
定
め
ら
れ
た
法
の
趣
旨
に
鑑
み
た
対

応
に
つ
い
て

問

北
入
口
を
設
け
る
こ
と
に
よ
る

周
辺
地
域
の
影
響
に
つ
い
て
高
知
市
の

考
え
を
聞
く
。

答

大
型
店
舗
北
側
市
道
に
出
入
口

を
設
け
る
こ
と
に
つ
い
て
、
法
的
に
規

制
を
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
道
路

管
理
者
と
し
て
も
通
学
路
の
安
全
確
保

や
渋
滞
対
策
に
つ
い
て
、
地
域
の
皆
さ

ま
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
内
容
に
つ
い
て

は
店
舗
側
に
要
望
し
た
上
で
十
分
協
議

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
高
知
県
か
ら
求
め
ら
れ
て

い
る
「
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
」
に

基
づ
く
意
見
照
会
に
対
し
て
北
側
出
入

口
か
ら
の
出
入
り
を
さ
せ
な
い
こ
と
も

含
め
、
通
勤
・
通
学
時
間
帯
等
へ
の
配

慮
や
西
進
を
さ
せ
な
い
方
法
等
に
つ
い

て
道
路
管
理
者
で
あ
る
本
市
と
協
議
す

る
と
と
も
に
、
地
域
の
皆
さ
ま
の
ご
意

見
を
十
分
聴
取
す
る
よ
う
に
店
舗
側
へ

求
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

危
機
管
理
体
制
に
つ
い
て

問

本
市
の
市
長
、
副
市
長
二
人
体

制
が
整
っ
た
が
３
人
が
同
時
に
不
在
と

な
る
こ
と
は
な
い
の
か
。
総
務
部
長
に

聞
く
。

答

市
長
と
両
副
市
長
の
ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
に
つ
き
ま
し
て
は
、
危
機
管
理
の

観
点
か
ら
３
人
全
員
が
高
知
市
外
に
出

て
不
在
と
な
る
こ
と
が
な
い
よ
う
調
整

し
て
お
り
、
用
務
が
重
な
る
場
合
に
は

部
局
長
の
代
理
出
席
や
日
程
変
更
と
い

っ
た
対
応
を
取
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

津
波
火
災
に
つ
い
て

問

燃
焼
し
て
い
る
漂
流
物
へ
の
船

の
上
か
ら
の
放
水
消
火
活
動
に
つ
い
て

効
果
と
課
題
を
消
防
局
長
に
聞
く
。

答

南
海
ト
ラ
フ
地
震
発
生
時
に
は

東
日
本
大
震
災
を
上
回
る
津
波
火
災
の

被
害
が
危
惧
さ
れ
て
い
ま
す
。
１
月
の

高
知
市
総
合
防
災
訓
練
で
救
助
用
ボ
ー

ト
に
よ
る
船
上
放
水
を
実
施
し
ま
し
た
。

燃
焼
物
に
直
接
放
水
で
き
る
こ
と
、
水

圧
で
漂
流
物
や
漂
流
油
を
避
難
ビ
ル
等

に
漂
着
さ
せ
な
い
よ
う
に
す
る
効
果
が

見
込
め
る
一
方
、
専
用
機
材
の
操
作
方

法
や
操
船
技
術
等
の
課
題
も
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
研
究
し
て
い
き
ま
す
。

カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
対
策

官
民
を
問
わ
ず
大
き
な
社
会
問
題
と
な

っ
て
い
る
カ
ス
ハ
ラ
対
策
を
個
人
判
断

に
委
ね
る
も
の
で
は
な
く
、
市
と
し
て

の
強
い
決
意
を
示
す
べ
き
で
あ
る
。

問

本
市
に
お
け
る
対
策
に
つ
い
て
。

答

不
当
要
求
行
為
対
応
マ
ニ
ュ
ア

ル
を
改
正
し
、
職
員
研
修
を
実
施
す
る

と
と
も
に
、
カ
ス
タ
マ
ー
ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
を
受
け
た
職
員
の
ケ
ア
に
し
っ
か
り

と
取
り
組
む
な
ど
、
組
織
と
し
て
職
員

を
守
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

市
長
公
約
ス
ク
ラ
ッ
プ
と
チ
ェ
ン
ジ

財
政
構
造
の
根
本
的
刷
新
を
目
的
に
、

財
政
問
題
懇
話
会
が
有
識
者
８
名
の
構

成
で
開
催
さ
れ
た
。

問

こ
の
会
の
今
後
の
方
向
性
は
。

答

委
員
の
皆
様
に
は
歳
入
確
保
や

歳
出
削
減
な
ど
ゼ
ロ
ベ
ー
ス
で
議
論
を

い
た
だ
き
、
職
員
に
は
取
組
へ
の
ア
イ

デ
ア
を
募
集
し
、
来
年
度
予
算
に
反
映
。

問

市
民
の
方
は
市
長
に
対
し
変
化
、

チ
ェ
ン
ジ
を
望
ん
で
い
る
の
で
は
。

答

変
え
る
べ
き
も
の
は
し
っ
か
り

と
変
え
て
い
く
と
い
う
強
い
決
意
を
持

っ
て
、
こ
れ
か
ら
の
市
政
運
営
に
取
り

組
ん
で
い
く
。

安
す
ぎ
る
バ
ス
運
転
手
賃
金

問

運
転
手
不
足
が
顕
在
化
し
た
。

基
本
給
21
万
円
で
は
県
外
に
転
出
し
て

し
ま
う
。
窮
状
へ
の
危
機
感
が
伝
わ
っ

て
こ
な
い
。

答

と
さ
で
ん
交
通
の
賃
金
の
低
さ

は
認
識
し
て
い
る
。
県
平
均
に
引
き
上

げ
る
に
は
２
億
７
０
０
０
万
円
必
要
だ

が
、
一
人
で
も
多
く
の
運
転
手
を
確
保

す
る
取
り
組
み
を
検
討
し
た
い
。

春
野
漁
港
に
な
ぜ
20
億
円

問

漁
港
の
利
用
状
況
は
。

答

３
経
営
体
15
人
が
漁
業
に
従
事

し
て
い
る
。
９
年
前
、
約
６
６
０
０
万

円
あ
っ
た
水
揚
げ
は
、
昨
年
は
約
１
３

６
０
万
円
と
大
き
く
減
少
し
て
い
る
。

問

そ
こ
に
20
億
円
の
堤
防
費
と
は
。

答

機
能
強
化
し
な
か
っ
た
場
合
、

漁
港
機
能
が
失
わ
れ
、
漁
業
活
動
の
大

き
な
支
障
と
な
る
。

中
心
市
街
地
の
買
い
物
難
民

問

ど
ん
な
対
策
を
取
っ
て
き
た
の

か
。答

中
心
部
で
複
数
の
量
販
店
が
閉

鎖
と
な
っ
て
い
る
が
、
市
独
自
に
特
に

施
策
は
取
っ
て
い
な
い
。
市
民
の
生
活

維
持
が
困
難
な
状
態
で
は
な
い
。

市民クラブ

伴
ばん

　武
たけ

澄
ずみ



第　234　号 令和６年９月１日高知市議会だより ⑥

指
定
袋
で
ゴ
ミ
を
減
ら
そ
う

問

環
境
意
識
の
高
ま
る
今
、
高
知

市
も
ゴ
ミ
袋
を
指
定
化
す
る
時
期
に
き

て
い
る
の
で
は
な
い
か
。
将
来
へ
の
投

資
と
考
え
、
市
民
の
皆
さ
ま
に
助
け
て

い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
。
ゴ
ミ
処
理
施

設
の
建
て
替
え
の
基
金
も
な
く
、
菖
蒲

谷
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
処
理
施
設
も
老
朽

化
し
、
新
た
に
建
設
す
る
に
は
数
億
円

か
か
る
。
近
隣
の
自
治
体
で
は
既
に
有

料
化
を
実
施
し
て
お
り
、
他
地
域
か
ら

の
ゴ
ミ
の
持
ち
込
み
も
あ
る
。
県
内
で

は
高
知
市
だ
け
が
指
定
化
さ
れ
て
い
な

い
。
ゴ
ミ
の
減
量
が
期
待
で
き
る
指
定

袋
を
導
入
し
て
は
ど
う
か
。
市
長
の
意

見
を
聞
く
。

答

平
成
22
年
３
月
議
会
で
提
出
し

た
「
ご
み
有
料
化
等
条
例
」
議
案
は
否

決
さ
れ
た
。
そ
の
理
由
は
、
①
将
来
の

人
口
減
少
に
よ
る
ご
み
排
出
量
の
減
少
、

②
他
市
と
比
べ
安
価
な
処
理
が
実
現
さ

れ
て
い
る
中
で
の
新
た
な
負
担
、
③
市

民
の
合
意
形
成
と
「
高
知
方
式
」
へ
の

影
響
が
挙
げ
ら
れ
る
。
市
民
の
意
見
も

考
慮
し
つ
つ
、
有
料
化
の
議
論
は
慎
重

に
行
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
。

国
の
情
報
シ
ス
テ
ム
統
合
後
、
経
費
３

割
削
減
を
目
指
す
方
針
は
、
国
の
責
任

に
よ
っ
て
実
現
を

問

本
市
の
新
シ
ス
テ
ム
移
行
後
の

運
営
経
費
削
減
の
見
込
み
は
。

答

経
費
の
見
積
り
は
ま
だ
だ
が
、

試
算
で
き
て
い
る
中
核
市
11
市
の
う
ち

10
市
で
は
大
幅
に
増
加
す
る
見
込
み
だ
。

問

神
谷
副
市
長
、
今
後
の
対
応
は
。

答

国
は
、
自
治
体
の
財
政
に
影
響

を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
配
慮
す
る
こ
と
が

必
要
。
私
も
、
地
方
の
実
情
を
伝
え
る
。

朝
倉
中
プ
ー
ル
、
修
繕
せ
ず
外
部
プ
ー

ル
利
用
へ
。
教
育
の
格
差
な
く
す
た
め
、

予
算
を
確
保
で
き
な
い
か

問

朝
倉
中
の
プ
ー
ル
改
修
費
の
市

負
担
額
は
。
ま
た
、
１
年
間
の
額
は
。

答

事
業
費
１
億
５
０
３
５
万
円
の

う
ち
、
実
質
負
担
は
９
８
９
３
万
円
。

１
年
間
で
は
４
２
２
万
円
。
外
部
プ
ー

ル
利
用
が
年
３
１
２
万
円
安
価
と
な
る
。

鏡
川
漁
協
の
公
平
な
運
営
を
求
め
た
報

道
記
事
に
係
る
裁
判
に
つ
い
て

問

全
面
敗
訴
と
な
っ
た
鏡
川
漁
協

は
、
公
金
支
出
の
相
手
と
し
て
妥
当
か
。

答

問
題
は
な
い
。
必
要
で
あ
れ
ば
、

指
導
機
関
で
あ
る
県
と
情
報
共
有
す
る
。

日本共産党

岡
おか

田
だ

はるか

市民クラブ

岡
おか

㟢
ざき

　邦
くに

子
こ

自由民主党
・中道の会

上
うえ

田
だ

亜
あ

矢
や

子
こ

日本共産党

迫
さこ

　哲
てつろう

郎

と
さ
で
ん
交
通
の
課
題
を
共
有
し
、
地

域
公
共
交
通
の
確
保
・
維
持
へ

問

新
た
な
バ
ス
廃
止
路
線
の
提
案

に
つ
い
て
事
前
説
明
が
な
か
っ
た
こ
と

を
ど
う
受
け
止
め
て
い
る
か
。

答

事
前
周
知
を
求
め
て
き
た
が
実

施
に
至
ら
ず
残
念
。
利
用
者
や
地
域
に

寄
り
添
っ
た
丁
寧
な
対
応
を
求
め
、
連

携
を
図
っ
て
い
く
。

問

「
路
線
の
減
便
廃
止
は
避
け
ら

れ
な
い
」
と
い
う
差
し
迫
っ
た
課
題
へ

の
対
応
策
は
。

答

バ
ス
路
線
維
持
の
た
め
の
運
転

手
確
保
策
や
利
用
促
進
策
の
検
討
、
デ

マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
ー
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
な
ど
の
代
替
交
通
に
つ
い
て

も
並
行
し
て
検
討
し
て
き
た
。
事
業
者

と
も
一
緒
に
具
体
的
な
取
り
組
み
に
つ

い
て
協
議
を
進
め
て
い
く
。

子
ど
も
の
権
利
を
第
一
に
、
離
婚
後
共

同
親
権
の
対
応
を

問

就
学
援
助
制
度
な
ど
、
父
母
の

所
得
の
合
算
に
よ
り
必
要
と
す
る
人
が

支
援
か
ら
外
れ
る
こ
と
が
あ
る
か
。

答

離
婚
し
住
居
が
別
と
な
っ
た
者

は
審
査
対
象
か
ら
外
れ
合
算
さ
れ
な
い
。

施
行
後
も
審
査
方
法
は
変
わ
ら
な
い
。

問

特
定
利
用
空
港
・
港
湾
、
自
治

法
改
正
に
つ
い
て
市
長
に
問
う
。

答

自
衛
隊
や
海
上
保
安
庁
が
平
時

か
ら
円
滑
に
利
用
で
き
る
よ
う
イ
ン
フ

ラ
管
理
者
（
県
知
事
）
と
の
間
で
合
意

さ
れ
た
も
の
で
指
定
そ
の
も
の
で
軍
事

利
用
化
が
進
む
も
の
で
は
な
い
と
聞
い

て
い
る
。
自
治
法
改
正
は
国
の
指
示
を

特
例
と
し
て
お
り
地
方
分
権
を
揺
る
が

す
事
に
は
な
ら
な
い
の
で
は
と
考
え
る
。

問

三
障
害
の
う
ち
身
体
・
知
的
障

害
者
の
方
に
は
、「
医
療
費
助
成
制
度
」

が
あ
る
が
、
精
神
障
害
者
の
方
に
今
だ

に
な
い
の
は
不
平
等
で
は
な
い
か
。

答

必
要
性
は
十
分
認
識
し
て
い
る

が
、
市
単
独
の
実
施
は
厳
し
く
高
知
県

と
も
連
携
し
対
応
を
共
に
考
え
て
い
く
。

問

４
月
に
施
行
さ
れ
た
「
共
同
親

権
」
に
つ
い
て
、
子
ど
も
の
権
利
の
視

点
か
ら
認
識
を
問
う
。

答

子
ど
も
の
最
善
の
権
利
が
担
保

さ
れ
る
よ
う
注
視
し
て
い
く
。

問

高
知
市
に
お
け
る
女
性
管
理
職

登
用
の
目
標
値
と
今
後
の
取
り
組
み
を

聞
く
。

答

い
ず
れ
も
国
の
目
標
値
を
超
え

て
お
り
、
今
後
も
積
極
的
に
取
り
組
む
。
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人
口
減
少
対
策
に
つ
い
て

問

人
口
減
少
が
社
会
に
及
ぼ
す
影

響
に
つ
い
て
、
市
長
に
問
う
。

答

地
域
経
済
全
体
の
衰
退
を
も
た

ら
し
か
ね
な
い
脅き

ょ
う
い威
と
考
え
て
お
り
、

本
年
５
月
に
全
庁
が
参
加
す
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
立
ち
上
げ
た
。
新
た

な
取
組
の
検
討
を
進
め
、
あ
ら
ゆ
る
施

策
を
展
開
し
若
年
人
口
の
増
加
を
図
る

と
、
市
長
は
意
欲
的
な
答
弁
を
し
た
。

指
定
管
理
者
制
度
に
つ
い
て

問

本
市
と
の
間
で
修
繕
計
画
は
共

有
し
て
お
ら
ず
、
修
繕
の
予
測
が
困
難

な
状
況
。
修
繕
計
画
の
共
有
化
を
問
う
。

答

修
繕
計
画
を
共
有
す
る
こ
と
で
、

事
業
収
支
等
を
想
定
で
き
る
。
個
別
施

設
保
全
計
画
等
を
指
定
管
理
者
と
共
有

し
て
い
く
と
、
総
務
部
長
は
答
弁
し
た
。

デ
ジ
タ
ル
リ
ス
ク
に
つ
い
て

問

教
育
的
効
果
を
高
め
る
た
め
に

必
要
な
デ
ジ
タ
ル
リ
ス
ク
対
応
を
問
う
。

答

デ
ジ
タ
ル
リ
ス
ク
を
防
ぎ
児
童

・
生
徒
を
守
る
だ
け
で
な
く
ト
ラ
ブ
ル

か
ら
も
学
び
、
課
題
解
決
し
て
い
く
態

度
こ
そ
が
大
切
。
よ
り
良
い
方
法
を
学

べ
る
よ
う
、
教
育
委
員
会
と
し
て
取
り

組
ん
で
い
る
と
、
教
育
長
は
答
弁
し
た
。

急
が
れ
る
仮
設
住
宅
等
の
用
地
確
保

問

南
海
ト
ラ
フ
地
震
で
想
定
さ
れ

る
応
急
仮
設
住
宅
（
仮
設
）
、
災
害
公

営
住
宅
（
災
害
公
営
）
そ
れ
ぞ
れ
の
用

地
確
保
の
状
況
に
つ
い
て
伺
う
。

答

Ｌ
１
で
仮
設
８
５
６
２
戸
、
災

害
公
営
３
２
５
０
戸
、
Ｌ
２
で
仮
設
３

６
３
８
７
戸
、
災
害
公
営
１
３
７
５
０

戸
の
必
要
想
定
戸
数
に
対
し
、
仮
設
は

約
３
４
０
０
戸
分
、
災
害
公
営
は
東
石

立
町
市
住
旧
住
棟
の
土
地
１
カ
所
の
み
。

マ
イ
ナ
保
険
証
無
く
て
も
受
診
で
き
る

問

12
月
２
日
の
従
来
の
保
険
証
廃

止
に
対
す
る
市
民
の
不
安
払
拭
を
。

答

12
月
２
日
の
保
険
証
廃
止
後
も

保
険
診
療
は
受
け
ら
れ
、
資
格
情
報
変

更
等
の
場
合
「
資
格
確
認
書
」
を
交
付
、

受
診
で
き
る
旨
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
あ

か
る
い
ま
ち
に
掲
載
し
て
周
知
す
る
。

保
護
者
の
就
労
実
態
の
把
握
、
支
援
員

の
処
遇
改
善
を
行
い
、
第
３
土
曜
日
の

み
開
設
中
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
土

曜
日
開
設
拡
充
の
検
討
を

問

開
設
拡
充
の
ニ
ー
ズ
の
認
識
は
。

答

就
学
前
児
童
の
保
護
者
２
千
人

が
対
象
の
令
和
５
年
度
の
調
査
で
は
約

43
％
が
希
望
し
、
市
民
ニ
ー
ズ
は
高
い
。

情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
対
策
に
つ
い
て

問

本
市
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー

対
策
は
、
完
全
に
安
全
な
暗
号
に
よ
る

も
の
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
見
解

を
聞
く
。

答

今
後
、
量
子
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー

の
開
発
に
よ
り
、
情
報
を
解
読
さ
れ
る

危
険
性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
完
全
暗

号
を
採
用
す
る
こ
と
は
有
効
で
あ
る
が
、

国
の
動
向
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

地
球
温
暖
化
対
策
へ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て

問

本
市
の
資
源
で
あ
る
森
林
を
生

か
し
て
、
温
室
効
果
ガ
ス
吸
収
量
の
増

大
を
目
指
す
べ
き
で
は
な
い
か
。

答

林
業
適
地
以
外
の
区
域
で
も
温

室
効
果
ガ
ス
吸
収
量
の
増
加
や
、
広
葉

樹
が
混
在
す
る
多
様
で
健
全
な
森
林
へ

の
誘
導
の
た
め
県
と
協
力
し
研
究
す
る
。

卸
売
市
場
に
つ
い
て

問

本
市
の
卸
売
市
場
の
取
扱
高
の

減
少
な
ど
を
受
け
、
今
後
の
活
性
化
策

に
つ
い
て
問
う
。

答

既
存
の
仲
卸
業
者
に
対
す
る
２

店
舗
目
以
降
の
追
加
貸
し
出
し
の
検
討
、

関
連
店
舗
に
つ
い
て
は
出
店
に
対
す
る

支
援
策
や
規
制
緩
和
を
検
討
し
て
い
く
。

日本共産党

浜
はま

口
ぐち

佳
か

寿
ず

子
こ

市民クラブ

岡
おか

﨑
ざき

　豊
ゆたか

自由民主党
・中道の会

浜
はま

口
ぐち

　卓
たく

也
や

　

遠
方
の
親
友
と
久
し
ぶ
り
に
飲
ん
だ
。

小
さ
な
字
が
見
え
な
く
な
っ
て
き
た
ね

と
か
、
あ
の
と
き
こ
う
だ
っ
た
よ
ね
と

か
、
昔
話
も
し
て
。
幸
せ
を
祈
り
あ
っ

て
別
れ
た
帰
り
道
。
ふ
と
、
あ
と
何
回

会
え
る
の
か
な
と
考
え
て
し
ま
っ
た
。

あ
の
頃
は
お
互
い
の
こ
と
を
な
ん
で
も

知
っ
て
い
た
の
に
、
今
は
誰
と
暮
ら
し

て
い
る
の
か
さ
え
知
ら
な
い
。
大
切
で

会
い
た
い
人
が
近
く
に
い
る
と
い
う
こ

と
は
、
と
て
も
贅ぜ

い
た
く沢

で
幸
せ
な
こ
と
だ
。

（
議
会
広
報
広
聴
委
員　

上
田
亜
矢
子
）

　
　
◇
◇ 

休
　
憩
　
室 

◇
◇
　

　

人　

事　

議　

案

　

６
月
定
例
会
最
終
日
の
７
月
１
日
に
、

市
長
か
ら
監
査
委
員
の
選
任
議
案
、
人

権
擁
護
委
員
推
薦
に
つ
い
て
の
諮
問
議

案
が
提
出
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
同
意
ま
た

は
異
議
な
き
旨
答
申
し
ま
し
た
。

監
査
委
員

　

長
尾　

和
明　
　

浜
口
佳
寿
子

　

細
川　

哲
也

人
権
擁
護
委
員

　

稲
垣　

健
吾　
　

岡
林　

俊
司

　

楠
本
美
津
子


